
コリント人への手紙二

2 Corinthians

新約聖書



第1章

1 神のみこころによるキリスト・イエスの使徒パウロと、兄弟テモテから、コリントにある神の

教会、ならびにアカイア全土にいるすべての聖徒たちへ。

2 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父である神、あわれみ深い父、あらゆる慰めに満ちた神がほめ

たたえられますように。

4 神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださいます。それで私たちも、自分た

ちが神から受ける慰めによって、あらゆる苦しみの中にある人たちを慰めることができます。

5 私たちにキリストの苦難があふれているように、キリストによって私たちの慰めもあふれてい

るからです。

6 私たちが苦しみにあうとすれば、それはあなたがたの慰めと救いのためです。私たちが慰めを

受けるとすれば、それもあなたがたの慰めのためです。その慰めは、私たちが受けているのと

同じ苦難に耐え抜く力を、あなたがたに与えてくれます。

7 私たちがあなたがたについて抱いている望みは揺るぎません。なぜなら、あなたがたが私たち

と苦しみをともにしているように、慰めもともにしていることを、私たちは知っているからで

す。

8 兄弟たち。アジアで起こった私たちの苦難について、あなたがたに知らずにいてほしくありま

せん。私たちは、非常に激しい、耐えられないほどの圧迫を受け、生きる望みさえ失うほどで

した。

9 実際、私たちは死刑の宣告を受けた思いでした。それは、私たちが自分自身に頼らず、死者を

よみがえらせてくださる神に頼る者となるためだったのです。

10 神は、それほど大きな死の危険から私たちを救い出してくださいました。これからも救い出し

てくださいます。私たちはこの神に希望を置いています。

11 あなたがたも祈りによって協力してくれれば、神は私たちを救い出してくださいます。そのよ

うにして、多くの人たちの助けを通して私たちに与えられた恵みについて、多くの人たちが感

謝をささげるようになるのです。

12 私たちが誇りとすること、私たちの良心が証ししていることは、私たちがこの世において、特

にあなたがたに対して、神から来る純真さと誠実さをもって、肉的な知恵によらず、神の恵み

によって行動してきたということです。

13 私たちは、あなたがたが読んで理解できること以外は何も書いていません。あなたがたは、私

たちについてすでにある程度理解しているのですから、私たちの主イエスの日には、あなたが

たが私たちの誇りであるように、私たちもあなたがたの誇りであることを、完全に理解してく

れるものと期待しています。

14 ［前節と合節］

15 この確信をもって、私はまずあなたがたのところを訪れて、あなたがたが恵みを二度得られる

ようにと計画しました。

16 すなわち、あなたがたのところを通ってマケドニアに赴き、そしてマケドニアから再びあなた

がたのところに帰り、あなたがたに送られてユダヤに行きたいと思ったのです。

17 このように願った私は軽率だったのでしょうか。それとも、私が計画することは人間的な計画

であって、そのため私には、「はい、はい」は同時に「いいえ、いいえ」になるのでしょう



か。

18 神の真実にかけて言いますが、あなたがたに対する私たちのことばは、「はい」であると同時

に「いいえ」である、というようなものではありません。

19 私たち、すなわち、私とシルワノとテモテが、あなたがたの間で宣べ伝えた神の子キリスト・

イエスは、「はい」と同時に「いいえ」であるような方ではありません。この方においては

「はい」だけがあるのです。

20 神の約束はことごとく、この方において「はい」となりました。それで私たちは、この方によ

って「アーメン」と言い、神に栄光を帰するのです。

21 私たちをあなたがたと一緒にキリストのうちに堅く保ち、私たちに油を注がれた方は神です。

22 神はまた、私たちに証印を押し、保証として御霊を私たちの心に与えてくださいました。

23 私は自分のいのちにかけ、神を証人にお呼びして言います。私がまだコリントへ行かないでい

るのは、あなたがたへの思いやりからです。

24 私たちは、あなたがたの信仰を支配しようとする者ではなく、あなたがたの喜びのために協力

して働く者です。あなたがたは信仰に堅く立っているのですから。

第2章

1 そこで私は、あなたがたを悲しませる訪問は二度としない、と決心しました。

2 もし私があなたがたを悲しませるなら、私が悲しませているその人以外に、だれが私を喜ばせ

てくれるでしょう。

3 あの手紙を書いたのは、私が訪れるときに、私に喜びをもたらすはずの人たちから、悲しみを

受けることがないようにするためでした。私の喜びがあなたがたすべての喜びであると、私は

あなたがたすべてについて確信しています。

4 私は大きな苦しみと心の嘆きから、涙ながらにあなたがたに手紙を書きました。それは、あな

たがたを悲しませるためではなく、私があなたがたに対して抱いている、あふれるばかりの愛

を、あなたがたに知ってもらうためでした。

5 もしある人が悲しみをもたらしたのなら、その人は私を悲しませたのではありません。むし

ろ、言い過ぎにならないように言えば、ある程度まで、あなたがたすべてを悲しませたので

す。

6 その人にとっては、すでに多数の人から受けたあの処罰で十分ですから、

7 あなたがたは、むしろその人を赦し、慰めてあげなさい。そうしないと、その人はあまりにも

深い悲しみに押しつぶされてしまうかもしれません。

8 そこで私はあなたがたに、その人へのあなたがたの愛を確認することを勧めます。

9 私が手紙を書いたのは、あなたがたがすべてのことにおいて従順であるかどうか、試すためで

した。

10 あなたがたが何かのことで人を赦すなら、私もそうします。私が何かのことで赦したとすれ

ば、あなたがたのために、キリストの御前で赦したのです。

11 それは、私たちがサタンに乗じられないようにするためです。私たちはサタンの策略を知らな

いわけではありません。

12 私がキリストの福音を伝えるためにトロアスに行ったとき、主は私のために門を開いておられ

ましたが、



13 私は、兄弟テトスに会えなかったので、心に安らぎがありませんでした。それで人々に別れを

告げて、マケドニアに向けて出発しました。

14 しかし、神に感謝します。神はいつでも、私たちをキリストによる凱旋の行列に加え、私たち

を通してキリストを知る知識の香りを、いたるところで放ってくださいます。

15 私たちは、救われる人々の中でも、滅びる人々の中でも、神に献げられた芳しいキリストの香

りなのです。

16 滅びる人々にとっては、死から出て死に至らせる香りであり、救われる人々にとっては、いの

ちから出ていのちに至らせる香りです。このような務めにふさわしい人は、いったいだれでし

ょうか。

17 私たちは、多くの人たちのように、神のことばに混ぜ物をして売ったりせず、誠実な者とし

て、また神から遣わされた者として、神の御前でキリストにあって語るのです。

第3章

1 私たちは、またもや自分を推薦しようとしているのでしょうか。それとも、ある人々のよう

に、あなたがたに宛てた推薦状とか、あなたがたからの推薦状とかが、私たちに必要なのでし

ょうか。

2 私たちの推薦状はあなたがたです。それは私たちの心に書き記されていて、すべての人に知ら

れ、また読まれています。

3 あなたがたが、私たちの奉仕の結果としてのキリストの手紙であることは、明らかです。それ

は、墨によってではなく生ける神の御霊によって、石の板にではなく人の心の板に書き記され

たものです。

4 私たちはキリストによって、神の御前でこのような確信を抱いています。

5 何かを、自分が成したことだと考える資格は、私たち自身にはありません。私たちの資格は神

から与えられるものです。

6 神は私たちに、新しい契約に仕える者となる資格を下さいました。文字に仕える者ではなく、

御霊に仕える者となる資格です。文字は殺し、御霊は生かすからです。

7 石の上に刻まれた文字による、死に仕える務めさえ栄光を帯びたものであり、イスラエルの子

らはモーセの顔にあった消え去る栄光のために、モーセの顔を見つめることができないほどで

した。そうであれば、

8 御霊に仕える務めは、もっと栄光を帯びたものとならないでしょうか。

9 罪に定める務めに栄光があるのなら、義とする務めは、なおいっそう栄光に満ちあふれます。

10 実にこの点において、かつては栄光を受けたものが、それよりさらにすぐれた栄光のゆえに、

栄光のないものになっているのです。

11 消え去るべきものが栄光の中にあったのなら、永続するものは、なおのこと栄光に包まれてい

るはずです。

12 このような望みを抱いているので、私たちはきわめて大胆にふるまいます。

13 モーセのようなことはしません。彼は、消え去るものの最後をイスラエルの子らに見せないよ

うに、自分の顔に覆いを掛けました。

14 しかし、イスラエルの子らの理解は鈍くなりました。今日に至るまで、古い契約が朗読される

ときには、同じ覆いが掛けられたままで、取りのけられていません。それはキリストによって



取り除かれるものだからです。

15 確かに今日まで、モーセの書が朗読されるときはいつでも、彼らの心には覆いが掛かっていま

す。

16 しかし、人が主に立ち返るなら、いつでもその覆いは除かれます。

17 主は御霊です。そして、主の御霊がおられるところには自由があります。

18 私たちはみな、覆いを取り除かれた顔に、鏡のように主の栄光を映しつつ、栄光から栄光へ

と、主と同じかたちに姿を変えられていきます。これはまさに、御霊なる主の働きによるので

す。

第4章

1 こういうわけで、私たちは、あわれみを受けてこの務めについているので、落胆することがあ

りません。

2 かえって、恥となるような隠し事を捨て、ずる賢い歩みをせず、神のことばを曲げず、真理を

明らかにすることで、神の御前で自分自身をすべての人の良心に推薦しています。

3 それでもなお私たちの福音に覆いが掛かっているとしたら、それは、滅び行く人々に対して覆

いが掛かっているということです。

4 彼らの場合は、この世の神が、信じない者たちの思いを暗くし、神のかたちであるキリストの

栄光に関わる福音の光を、輝かせないようにしているのです。

5 私たちは自分自身を宣べ伝えているのではなく、主なるイエス・キリストを宣べ伝えていま

す。私たち自身は、イエスのためにあなたがたに仕えるしもべなのです。

6 「闇の中から光が輝き出よ」と言われた神が、キリストの御顔にある神の栄光を知る知識を輝

かせるために、私たちの心を照らしてくださったのです。

7 私たちは、この宝を土の器の中に入れています。それは、この測り知れない力が神のものであ

って、私たちから出たものではないことが明らかになるためです。

8 私たちは四方八方から苦しめられますが、窮することはありません。途方に暮れますが、行き

詰まることはありません。

9 迫害されますが、見捨てられることはありません。倒されますが、滅びません。

10 私たちは、いつもイエスの死を身に帯びています。それはまた、イエスのいのちが私たちの身

に現れるためです。

11 私たち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されています。それはまた、イエスのい

のちが私たちの死ぬべき肉体において現れるためです。

12 こうして、死は私たちのうちに働き、いのちはあなたがたのうちに働いているのです。

13 「私は信じています。それゆえに語ります」と書かれているとおり、それと同じ信仰の霊を持

っている私たちも、信じているゆえに語ります。

14 主イエスをよみがえらせた方が、私たちをもイエスとともによみがえらせ、あなたがたと一緒

に御前に立たせてくださることを知っているからです。

15 すべてのことは、あなたがたのためであり、恵みがますます多くの人々に及んで感謝が満ちあ

ふれ、神の栄光が現れるようになるためなのです。



16 ですから、私たちは落胆しません。たとえ私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新た

にされています。

17 私たちの一時の軽い苦難は、それとは比べものにならないほど重い永遠の栄光を、私たちにも

たらすのです。

18 私たちは見えるものにではなく、見えないものに目を留めます。見えるものは一時的であり、

見えないものは永遠に続くからです。

第5章

1 たとえ私たちの地上の住まいである幕屋が壊れても、私たちには天に、神が下さる建物、人の

手によらない永遠の住まいがあることを、私たちは知っています。

2 私たちはこの幕屋にあってうめき、天から与えられる住まいを着たいと切望しています。

3 その幕屋を脱いだとしても、私たちは裸の状態でいることはありません。

4 確かにこの幕屋のうちにいる間、私たちは重荷を負ってうめいています。それは、この幕屋を

脱ぎたいからではありません。死ぬはずのものが、いのちによって吞み込まれるために、天か

らの住まいを上に着たいからです。

5 そうなるのにふさわしく私たちを整えてくださったのは、神です。神はその保証として御霊を

下さいました。

6 ですから、私たちはいつも心強いのです。ただし、肉体を住まいとしている間は、私たちは主

から離れているということも知っています。

7 私たちは見えるものによらず、信仰によって歩んでいます。

8 私たちは心強いのですが、むしろ肉体を離れて、主のみもとに住むほうがよいと思っていま

す。

9 そういうわけで、肉体を住まいとしていても、肉体を離れていても、私たちが心から願うの

は、主に喜ばれることです。

10 私たちはみな、善であれ悪であれ、それぞれ肉体においてした行いに応じて報いを受けるため

に、キリストのさばきの座の前に現れなければならないのです。

11 そのため、主を恐れることを知っている私たちは、人々を説得しようとしています。私たちの

ことは、神の御前に明らかです。しかしそれが、あなたがたの良心にも明らかになることが、

私の望みです。

12 私たちは、またしてもあなたがたに自分を推薦しているのではありません。むしろ、あなたが

たに私たちのことを誇る機会を与え、心ではなくうわべを誇る人たちに応じられるようにした

いのです。

13 私たちが正気でないとすれば、それは神のためであり、正気であるとすれば、それはあなたが

たのためです。

14 というのは、キリストの愛が私たちを捕らえているからです。私たちはこう考えました。一人

の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのである、と。

15 キリストはすべての人のために死なれました。それは、生きている人々が、もはや自分のため

にではなく、自分のために死んでよみがえった方のために生きるためです。

16 ですから、私たちは今後、肉にしたがって人を知ろうとはしません。かつては肉にしたがって

キリストを知っていたとしても、今はもうそのような知り方はしません。



17 ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは

過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。

18 これらのことはすべて、神から出ています。神は、キリストによって私たちをご自分と和解さ

せ、また、和解の務めを私たちに与えてくださいました。

19 すなわち、神はキリストにあって、この世をご自分と和解させ、背きの責任を人々に負わせ

ず、和解のことばを私たちに委ねられました。

20 こういうわけで、神が私たちを通して勧めておられるのですから、私たちはキリストに代わる

使節なのです。私たちはキリストに代わって願います。神と和解させていただきなさい。

21 神は、罪を知らない方を私たちのために罪とされました。それは、私たちがこの方にあって神

の義となるためです。

第6章

1 私たちは神とともに働く者として、あなたがたに勧めます。神の恵みを無駄に受けないように

してください。

2 神は言われます。 「恵みの時に、わたしはあなたに答え、 救いの日に、あなたを助ける。」

見よ、今は恵みの時、今は救いの日です。

3 私たちは、この務めがそしられないように、どんなことにおいても決してつまずきを与えず、

4 むしろ、あらゆることにおいて、自分を神のしもべとして推薦しています。すなわち、苦難に

も苦悩にも困難にも、

5 むち打ちにも入獄にも騒乱にも、疲れ果てた時も眠れない時も食べられない時も、大いなる忍

耐を働かせて、

6 また、純潔と知識、寛容と親切、聖霊と偽りのない愛、

7 真理のことばと神の力により、また左右の手にある義の武器によって、

8 また、ほめられたりそしられたり、悪評を受けたり好評を博したりすることによって、自分を

神のしもべとして推薦しているのです。私たちは人をだます者のように見えても、真実であ

り、

9 人に知られていないようでも、よく知られており、死にかけているようでも、見よ、生きてお

り、懲らしめられているようでも、殺されておらず、

10 悲しんでいるようでも、いつも喜んでおり、貧しいようでも、多くの人を富ませ、何も持って

いないようでも、すべてのものを持っています。

11 コリントの人たち、私たちはあなたがたに対して率直に話しました。私たちの心は広く開かれ

ています。

12 あなたがたに対する私たちの愛の心は、狭くなってはいません。むしろ、あなたがたの思いの

中で狭くなっているのです。

13 私は子どもたちに語るように言います。私たちと同じように、あなたがたも心を広くしてくだ

さい。

14 不信者と、つり合わないくびきをともにしてはいけません。正義と不法に何の関わりがあるで

しょう。光と闇に何の交わりがあるでしょう。

15 キリストとベリアルに何の調和があるでしょう。信者と不信者が何を共有しているでしょう。



16 神の宮と偶像に何の一致があるでしょう。私たちは生ける神の宮なのです。神がこう言われる

とおりです。 「わたしは彼らの間に住み、また歩む。 わたしは彼らの神となり、 彼らはわた

しの民となる。

17 それゆえ、彼らの中から出て行き、 彼らから離れよ。 ──主は言われる── 汚れたものに触れ

てはならない。 そうすればわたしは、あなたがたを受け入れ、

18 わたしはあなたがたの父となり、 あなたがたはわたしの息子、娘となる。 ──全能の主は言わ

れる。」

第7章

1 愛する者たち。このような約束を与えられているのですから、肉と霊の一切の汚れから自分を

きよめ、神を恐れつつ聖さを全うしようではありませんか。

2 私たちに対して心を開いてください。私たちはだれにも不正をしたことがなく、だれも滅ぼし

たことがなく、だれからもだまし取ったことがありません。

3 私はあなたがたを責めるために言っているのではありません。前にも言ったように、あなたが

たは、私たちとともに死に、ともに生きるために、私たちの心のうちにあるのです。

4 私には、あなたがたに対する大きな確信があり、あなたがたについて大きな誇りがあります。

私は慰めに満たされ、どんな苦難にあっても喜びに満ちあふれています。

5 マケドニアに着いたとき、私たちの身には全く安らぎがなく、あらゆることで苦しんでいまし

た。外には戦いが、内には恐れがありました。

6 しかし、気落ちした者を慰めてくださる神は、テトスが来たことで私たちを慰めてくださいま

した。

7 テトスが来たことだけでなく、彼があなたがたから受けた慰めによっても、私たちは慰められ

ました。私を慕うあなたがたの思い、あなたがたの深い悲しみ、私に対する熱意を知らされ

て、私はますます喜びにあふれました。

8 あの手紙によってあなたがたを悲しませたとしても、私は後悔していません。あの手紙が一時

的にでも、あなたがたを悲しませたことを知っています。それで後悔したとしても、

9 今は喜んでいます。あなたがたが悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あな

たがたは神のみこころに添って悲しんだので、私たちから何の害も受けなかったのです。

10 神のみこころに添った悲しみは、後悔のない、救いに至る悔い改めを生じさせますが、世の悲

しみは死をもたらします。

11 見なさい。神のみこころに添って悲しむこと、そのことが、あなたがたに、どれほどの熱心を

もたらしたことでしょう。そればかりか、どれほどの弁明、憤り、恐れ、慕う思い、熱意、処

罰をもたらしたことでしょう。あの問題について、あなたがたは、自分たちがすべての点で潔

白であることを証明しました。

12 ですから、私はあなたがたに手紙を書きましたが、それは不正を行った人のためでも、その被

害者のためでもなく、私たちに対するあなたがたの熱心が、あなたがたのために神の御前に明

らかにされるためだったのです。

13 こういうわけで、私たちは慰めを受けました。 この慰めの上にテトスの喜びが加わって、私

たちはなおいっそう喜びました。テトスの心が、あなたがたすべてによって安らいでいたから

です。



14 私はテトスに、あなたがたのことを少しばかり誇りましたが、そのことで恥をかかずにすみま

した。むしろ、私たちがあなたがたに語ったことがすべて真実であったように、テトスの前で

誇ったことも真実となったのです。

15 テトスは、あなたがたがみな従順で、どのように恐れおののきながら自分を迎えてくれたかを

思い起こし、あなたがたへの愛情をますます深めています。

16 私はすべてのことにおいて、あなたがたに信頼を寄せることができることを喜んでいます。

第8章

1 さて、兄弟たち。私たちは、マケドニアの諸教会に与えられた神の恵みを、あなたがたに知ら

せようと思います。

2 彼らの満ちあふれる喜びと極度の貧しさは、苦しみによる激しい試練の中にあってもあふれ出

て、惜しみなく施す富となりました。

3 私は証しします。彼らは自ら進んで、力に応じて、また力以上に献げ、

4 聖徒たちを支える奉仕の恵みにあずかりたいと、大変な熱意をもって私たちに懇願しました。

5 そして、私たちの期待以上に、神のみこころにしたがって、まず自分自身を主に献げ、私たち

にも委ねてくれました。

6 それで私たちは、テトスがこの恵みのわざをあなたがたの間で始めたからには、それを成し遂

げるようにと、彼に勧めました。

7 あなたがたはすべてのことに、すなわち、信仰にも、ことばにも、知識にも、あらゆる熱心に

も、私たちからあなたがたが受けた愛にもあふれています。そのように、この恵みのわざにも

あふれるようになってください。

8 私は命令として言っているのではありません。ただ、他の人々の熱心さを伝えることで、あな

たがたの愛が本物であることを確かめようとしているのです。

9 あなたがたは、私たちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は富んでお

られたのに、あなたがたのために貧しくなられました。それは、あなたがたが、キリストの貧

しさによって富む者となるためです。

10 この献金のことについて、私の意見を述べましょう。それがあなたがたの益になるからです。

あなたがたは献金を実行することだけでなく、その志を持つことも、昨年から始めて他に先ん

じていました。

11 ですから今、それをやり遂げなさい。喜んでしようと思ったとおりに、持っているものでやり

遂げてください。

12 喜んでする思いがあるなら、持っていないものに応じてではなく、持っているものに応じて受

け入れられるのです。

13 私は、他の人々には楽をさせ、あなたがたには苦労をさせようとしているのではなく、むしろ

平等になるように図っています。

14 今あなたがたのゆとりが彼らの不足を補うことは、いずれ彼らのゆとりがあなたがたの不足を

補うことになり、そのようにして平等になるのです。

15 「たくさん集めた人にも余ることはなく、少しだけ集めた人にも足りないことはなかった」と

書いてあるとおりです。



16 神に感謝します。私があなたがたのことを思っているのと同じ熱心を、神はテトスの心にも与

えてくださいました。

17 彼は私の勧めを受け入れ、大変な熱意をもって、自分から進んであなたがたのところに行こう

としています。

18 私たちはテトスと一緒に一人の兄弟を送ります。この人は福音の働きによって、すべての教会

で称賛されています。

19 そればかりでなく、彼は、この恵みのわざに携わる私たちの同伴者になるようにと、諸教会の

任命を受けています。私たちはそのわざに、主ご自身の栄光と私たちの熱意を現すために仕え

ています。

20 私たちは、自分たちが携わっているこの惜しみないわざについて、だれからも非難されること

がないように努めています。

21 主の御前だけでなく、人々の前でも正しくあるように心がけているのです。

22 また、彼らと一緒にもう一人、私たちの兄弟を送ります。この兄弟が多くのことについて熱心

であることを、私たちは何度も認めることができました。彼は今、あなたがたに深い信頼を寄

せ、ますます熱心になっています。

23 テトスについて言えば、彼は私の仲間であり、あなたがたのために働く同労者です。私たちの

兄弟たちについて言えば、彼らは諸教会の使者であり、キリストの栄光です。

24 ですから、あなたがたの愛の証拠と、あなたがたを私たちが誇りとしている理由を、彼らに対

して、諸教会の前に示してほしいのです。

第9章

1 聖徒たちのためのこの奉仕については、これ以上書く必要はありません。

2 私はあなたがたの熱意を知り、そのことでマケドニアの人々にあなたがたのことを誇って、ア

カイアでは昨年から準備ができていると言ったのです。あなたがたの熱心は多くの人を奮い立

たせました。

3 私が兄弟たちを送るのは、あなたがたについての私たちの誇りが、この点で空しくならないた

めであり、私が言っていたとおりに準備していてもらうためです。

4 そうでないと、もしマケドニアの人々が私と一緒に行って、準備ができていないのを見たら、

あなたがたはもちろんですが、私たちも、このことを確信していただけに、恥をかくことにな

るでしょう。

5 そこで私は、兄弟たちに頼んで先にそちらに行ってもらい、あなたがたが以前に約束していた

祝福の贈り物を、あらかじめ用意しておいてもらうことが必要だと思いました。惜しみながら

するのではなく、祝福の贈り物として用意してもらうためです。

6 私が伝えたいことは、こうです。わずかだけ蒔く者はわずかだけ刈り入れ、豊かに蒔く者は豊

かに刈り入れます。

7 一人ひとり、いやいやながらでなく、強いられてでもなく、心で決めたとおりにしなさい。神

は、喜んで与える人を愛してくださるのです。

8 神はあなたがたに、あらゆる恵みをあふれるばかりに与えることがおできになります。あなた

がたが、いつもすべてのことに満ち足りて、すべての良いわざにあふれるようになるためで

す。



9 「彼は貧しい人々に惜しみなく分け与えた。彼の義は永遠にとどまる」と書かれているように

です。

10 種蒔く人に種と食べるためのパンを与えてくださる方は、あなたがたの種を備え、増やし、あ

なたがたの義の実を増し加えてくださいます。

11 あなたがたは、あらゆる点で豊かになって、すべてを惜しみなく与えるようになり、それが私

たちを通して神への感謝を生み出すのです。

12 なぜなら、この奉仕の務めは、聖徒たちの欠乏を満たすだけではなく、神に対する多くの感謝

を通してますます豊かになるからです。

13 この務めが証拠となって、彼らは、あなたがたがキリストの福音の告白に対して従順であり、

自分たちや、すべての人に惜しみなく与えていることを理解して、神をあがめるでしょう。

14 そして彼らは、あなたがたのために祈るとき、あなたがたに与えられた、神のこの上なく豊か

な恵みのゆえに、あなたがたを慕うようになります。

15 ことばに表せないほどの賜物のゆえに、神に感謝します。

第10章

1 さて、あなたがたの間にいて顔を合わせているときはおとなしいのに、離れているとあなたが

たに対して強気になる私パウロ自身が、キリストの柔和さと優しさをもってあなたがたにお願

いします。

2 私たちが肉に従って歩んでいると見なす人たちに対しては、大胆にふるまうべきだと私は考え

ていますが、そちらに行ったときに、その確信から強気にふるまわないですむように願いま

す。

3 私たちは肉にあって歩んではいても、肉に従って戦ってはいません。

4 私たちの戦いの武器は肉のものではなく、神のために要塞を打ち倒す力があるものです。

5 私たちは様々な議論と、神の知識に逆らって立つあらゆる高ぶりを打ち倒し、また、すべての

はかりごとを取り押さえて、キリストに服従させます。

6 また、あなたがたの従順が完全になったとき、あらゆる不従順を罰する用意ができています。

7 あなたがたは、うわべのことだけを見ています。もし自分はキリストに属する者だと確信して

いる人がいるなら、その人は、自分がキリストに属しているように、私たちもキリストに属し

ているということを、もう一度よく考えなさい。

8 あなたがたを倒すためにではなく、建てるために主が私たちに与えてくださった権威につい

て、私が多少誇り過ぎることがあっても、恥とはならないでしょう。

9 私は、手紙であなたがたを脅しているかのように思われたくありません。

10 「パウロの手紙は重みがあって力強いが、実際に会ってみると弱々しく、話は大したことはな

い」と言う人たちがいるからです。

11 そのような人は承知していなさい。私たちは、離れて書く手紙のことばどおりの者として、そ

ちらに行ってもふるまいます。

12 私たちは、自分自身を推薦している人たちの中のだれかと、自分を同列に置いたり比較したり

しようとは思いません。彼らは自分たちの間で自分自身を量ったり、互いを比較し合ったりし

ていますが、愚かなことです。



13 私たちは限度を超えて誇りません。神が私たちに割り当ててくださった限度の内で、あなたが

たのところにまで行ったことについて、私たちは誇るのです。

14 私たちは、あなたがたのところに行かなかったかのようにして、無理に手を伸ばしているので

はありません。事実、私たちは他の人たちに先んじて、あなたがたのところにキリストの福音

を携えて行ったのです。

15 私たちは、自分の限度を超えてほかの人の労苦を誇ることはしません。ただ、あなたがたの信

仰が成長し、あなたがたの間で私たちの働きが、定められた範囲の内で拡大し、あふれるほど

になることを望んでいます。

16 それは、あなたがたより向こうの地域にまで福音を宣べ伝えるためであって、決して、ほかの

人の領域ですでになされた働きを誇るためではありません。

17 「誇る者は主を誇れ。」

18 自分自身を推薦する人ではなく、主に推薦される人こそ本物です。

第11章

1 私の少しばかりの愚かさを我慢してほしいと思います。いや、あなたがたは我慢しています。

2 私は神の熱心をもって、あなたがたのことを熱心に思っています。私はあなたがたを清純な処

女として、一人の夫キリストに献げるために婚約させたのですから。

3 蛇が悪巧みによってエバを欺いたように、あなたがたの思いが汚されて、キリストに対する真

心と純潔から離れてしまうのではないかと、私は心配しています。

4 実際、だれかが来て、私たちが宣べ伝えなかった別のイエスを宣べ伝えたり、あるいは、あな

たがたが受けたことのない異なる霊や、受け入れたことのない異なる福音を受けたりしても、

あなたがたはよく我慢しています。

5 私は、自分があの大使徒たちに少しも劣っていないと思います。

6 話し方は素人でも、知識においてはそうではありません。私たちはすべての点で、あらゆる場

合に、そのことをあなたがたに示してきました。

7 それとも、あなたがたを高めるために自分を低くして、報酬を受けずに神の福音をあなたがた

に宣べ伝えたことで、私は罪を犯したのでしょうか。

8 私は他の諸教会から奪い取って、あなたがたに仕えるための給料を得たのです。

9 あなたがたのところにいて困窮していたときも、私はだれにも負担をかけませんでした。マケ

ドニアから来た兄弟たちが、私の欠乏を十分に補ってくれたからです。私は、何であれ、あな

たがたの重荷にならないようにしましたし、今後もそうするつもりです。

10 私のうちにある、キリストの真実にかけて言います。アカイア地方で私のこの誇りが封じられ

ることはありません。

11 なぜでしょう。私があなたがたを愛していないからでしょうか。神はご存じです。

12 私は、今していることを今後も続けるつもりです。それは、ある人たちが自分たちで誇りとし

ていることについて、私たちと同じだと認められる機会を求めているのを断ち切るためです。

13 こういう者たちは偽使徒、人を欺く働き人であり、キリストの使徒に変装しているのです。

14 しかし、驚くには及びません。サタンでさえ光の御使いに変装します。



15 ですから、サタンのしもべどもが義のしもべに変装したとしても、大したことではありませ

ん。彼らの最後は、その行いにふさわしいものとなるでしょう。

16 もう一度言いますが、だれも私を愚かだと思わないでください。もし愚かだと思うなら、愚か

者として受け入れてください。そうすれば、私も少しばかり誇ることができます。

17 これから話すことは、主によって話すのではなく、愚か者として、自慢できると確信して話し

ます。

18 多くの人が肉によって誇っているので、私も誇ることにします。

19 あなたがたは賢いので、喜んで愚か者たちを我慢してくれるからです。

20 実際あなたがたは、だれかに奴隷にされても、食い尽くされても、強奪されても、いばられて

も、顔をたたかれても、我慢しています。

21 言うのも恥ずかしいことですが、私たちは弱かったのです。 何であれ、だれかがあえて誇る

のなら、私は愚かになって言いますが、私もあえて誇りましょう。

22 彼らはヘブル人ですか。私もそうです。彼らはイスラエル人ですか。私もそうです。彼らはア

ブラハムの子孫ですか。私もそうです。

23 彼らはキリストのしもべですか。私は狂気したように言いますが、私は彼ら以上にそうです。

労苦したことはずっと多く、牢に入れられたこともずっと多く、むち打たれたことははるかに

多く、死に直面したこともたびたびありました。

24 ユダヤ人から四十に一つ足りないむちを受けたことが五度、

25 ローマ人にむちで打たれたことが三度、石で打たれたことが一度、難船したことが三度、一昼

夜、海上を漂ったこともあります。

26 何度も旅をし、川の難、盗賊の難、同胞から受ける難、異邦人から受ける難、町での難、荒野

での難、海上の難、偽兄弟による難にあい、

27 労し苦しみ、たびたび眠らずに過ごし、飢え渇き、しばしば食べ物もなく、寒さの中に裸でい

たこともありました。

28 ほかにもいろいろなことがありますが、さらに、日々私に重荷となっている、すべての教会へ

の心づかいがあります。

29 だれかが弱くなっているときに、私は弱くならないでしょうか。だれかがつまずいていて、私

は心が激しく痛まないでしょうか。

30 もし誇る必要があるなら、私は自分の弱さのことを誇ります。

31 主イエスの父である神、とこしえにほめたたえられる方は、私が偽りを言っていないことをご

存じです。

32 ダマスコでアレタ王の代官が、私を捕らえようとしてダマスコの人たちの町を見張りました

が、

33 私は窓からかごで城壁伝いにつり降ろされ、彼の手を逃れたのでした。

第12章

1 私は誇らずにはいられません。誇っても無益ですが、主の幻と啓示の話に入りましょう。

2 私はキリストにある一人の人を知っています。この人は十四年前に、第三の天にまで引き上げ

られました。肉体のままであったのか、私は知りません。肉体を離れてであったのか、それも



知りません。神がご存じです。

3 私はこのような人を知っています。肉体のままであったのか、肉体を離れてであったのか、私

は知りません。神がご存じです。

4 彼はパラダイスに引き上げられて、言い表すこともできない、人間が語ることを許されていな

いことばを聞きました。

5 このような人のことを私は誇ります。しかし、私自身については、弱さ以外は誇りません。

6 たとえ私が誇りたいと思ったとしても、愚か者とはならないでしょう。本当のことを語るから

です。しかし、その啓示があまりにもすばらしいために、私について見ること、私から聞くこ

と以上に、だれかが私を過大に評価するといけないので、私は誇ることを控えましょう。

7 その啓示のすばらしさのため高慢にならないように、私は肉体に一つのとげを与えられまし

た。それは私が高慢にならないように、私を打つためのサタンの使いです。

8 この使いについて、私から去らせてくださるようにと、私は三度、主に願いました。

9 しかし主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。わたしの力は弱さのうちに完全に現れる

からである」と言われました。ですから私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大い

に喜んで自分の弱さを誇りましょう。

10 ですから私は、キリストのゆえに、弱さ、侮辱、苦悩、迫害、困難を喜んでいます。というの

は、私が弱いときにこそ、私は強いからです。

11 私は愚か者になってしまいました。あなたがたが無理に私をそうさせたのです。私は当然、あ

なたがたの推薦を受けてよかったはずです。私は、たとえ取るに足りない者であっても、あの

大使徒たちに少しも劣るところはなかったのですから。

12 私は忍耐を尽くして、あなたがたの間で使徒としてのしるしを明らかにしました。しるしと不

思議と力あるわざによってです。

13 あなたがたが他の諸教会より劣っている点は何でしょうか。この私が、あなたがたに負担をか

けなかったことだけではありませんか。この不正のことは赦してください。

14 見なさい。私は、あなたがたのところに三度目の訪問をする準備ができていますが、あなたが

たに負担はかけません。私が求めているのは、あなたがたが持っている物ではなく、あなたが

た自身なのです。子が親のために蓄える必要はなく、親が子のために蓄えるべきです。

15 私は、あなたがたのたましいのために、大いに喜んで財を費やし、自分自身を使い尽くしまし

ょう。私があなたがたを愛すれば愛するほど、私はますます愛されなくなるのでしょうか。

16 それならそれでよいとして、私はあなたがたに重荷を負わせませんでした。それでも私は、悪

賢くて、あなたがたからだまし取ったと言われます。

17 私はあなたがたのところに人を遣わしましたが、そのうちのだれかによって、あなたがたをだ

ますことがあったでしょうか。

18 私はテトスにそちらに行くように頼み、あの兄弟もともに遣わしました。テトスはあなたがた

をだましたでしょうか。私たちは同じ心で歩んだではありませんか。同じ足跡をたどったでは

ありませんか。

19 あなたがたは、私たちがあなたがたに対して自己弁護をしているのだと、前からずっと思って

いましたか。私たちは神の御前で、キリストにあって語っているのです。愛する者たち、すべ

てはあなたがたが成長するためなのです。



20 私は心配をしています。そちらに行ってみると、あなたがたは私が期待したような人たちでな

く、私もあなたがたが期待したような者でなかった、ということにならないでしょうか。争

い、ねたみ、憤り、党派心、悪口、陰口、高ぶり、混乱がありはしないでしょうか。

21 私が再びそちらに行くとき、私の神があなたがたの前で、私を恥じ入らせるのではないでしょ

うか。そして、以前に罪を犯していながら、犯した汚れと淫らな行いと好色を悔い改めない多

くの人たちのことを、私は嘆くことにならないでしょうか。

第13章

1 私があなたがたのところに行くのは、これで三度目です。二人または三人の証人の証言によっ

て、すべてのことは立証されなければなりません。

2 以前に罪を犯した人たちとほかの人たち全員に、私は二度目の滞在のとき、前もって言ってお

きましたが、こうして離れている今も、あらかじめ言っておきます。今度そちらに行ったとき

には、容赦しません。

3 こう言うのは、キリストが私によって語っておられるという証拠を、あなたがたが求めている

からです。キリストはあなたがたに対して弱い方ではなく、あなたがたの間にあって力ある方

です。

4 キリストは弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられます。私た

ちもキリストにあって弱い者ですが、あなたがたに対しては、神の力によってキリストととも

に生きるのです。

5 あなたがたは、信仰に生きているかどうか、自分自身を試し、吟味しなさい。それとも、あな

たがたは自分自身のことを、自分のうちにイエス・キリストがおられることを、自覚していな

いのですか。あなたがたが不適格な者なら別ですが。

6 しかし、私たちは不適格でないことが、あなたがたに分かるように、私は望んでいます。

7 私たちは、あなたがたがどんな悪も行うことのないように、神に祈っています。それは、私た

ちが適格であることを明らかにしたいからではなく、私たちが不適格な者のように見えたとし

ても、あなたがたに善を行ってもらいたいからです。

8 私たちは、真理に逆らっては何もすることができませんが、真理のためならできます。

9 私たちは、自分は弱くても、あなたがたが強ければ喜びます。あなたがたが完全な者になるこ

と、このことも私たちは祈っています。

10 そういうわけで、離れていてこれらのことを書いているのは、私が行ったときに、主が私に授

けてくださった権威を用いて、厳しい処置をとらなくてもすむようになるためです。この権威

が私に与えられたのは、建てるためであって、倒すためではありません。

11 最後に兄弟たち、喜びなさい。完全になりなさい。慰めを受けなさい。思いを一つにしなさ

い。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神はあなたがたとともにいてくださいます。

12 聖なる口づけをもって互いにあいさつを交わしなさい。すべての聖徒たちが、あなたがたによ

ろしくと言っています。

13 主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがたすべてとともにありますよ

うに。


